
.5 77 78 -
％ 75.3

75 78.2 0 - - 0.0

平成29年度
平成28年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

595  １歳６か月児・３歳児健康診査事業

3歳児健診受診率
1

97 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 0
％

97.1 0 - - - - -

598  乳幼児保健事業

乳幼児健診（3～4か月）受診率
2

97 97 97 97 97 97 97
％

97.8 0 - - - - -

3184  妊婦個別健康診査事業

妊婦一般健康診査初回受診率
3

100 100 100 100 100 100 0
％

99.5 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：平成30年04月13日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援
０３ 安心し子どもを産み育てるための支援

健康推進課　総括主査兼総括保健師  佐藤　美智子

　少子化・核家族化により、育児が世代間で伝達されなくなってきています。また、人間形成の基礎となる親子の愛着形成

が十分できなくなってきていることから、母子保健分野においては切れ目のない多様な支援が必要になってきています。

　思春期にある児童生徒に対しては、命の大切さや健全な母性・父性を育むための講演会や赤ちゃんふれあい体験学習等の

思春期保健事業を実施します。

　妊婦等に対しては、安全で安心な妊娠・出産のための両親学級等の開催や妊婦健康診査に対する助成事業、更には、生ま

れてきた全ての子どもが健やかに育つよう、乳幼児健康診査や予防接種等の健康支援と共に、乳児家庭全戸訪問事業をはじ

めとした育児支援事業を通し、安心して、そして楽しく子育てができるよう支援して参ります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）人の割合

1 59 60 61 62 63 -
％ 56.2

58.1 59 0 - - 0.0

幸

福

子どもが大切に育てられていると感じている人の割合

2 75.5 76 76



策

必要があります。

　

(

の

３) 基本計画内方針

実

及び平成30年度重点

現

課題に基づく優先順位

に

の考え方
①妊娠・出産

影

への支援の充実

②乳児

響

全戸訪問事業の継続と

す

フォロー体制の強化

③

る

第１次母子保健計画（

社

平成29年度～34年

会

度）の推進

環境変化

(３) 基本施策との関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：平成30年04月13日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援
０３ 安心し子どもを産み育てるための支援

健康推進課　総括主査兼総括保健師  佐藤　美智子

・子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）人の割合は、年々増加

政

していますが、目標値

 

に達していません。

　

 

　【基準値】平成２６

 

年値５６．２％→【目

 

標値】平成３１年値６

策

３％（平成２８年値５

:

９．１％）

・子どもが

基

大切に育てられている

本

と感じている人の割合

施

は、増加し目標値を上

策

回りました。

　　【基

:

準値】平成２６年値７

施

５．３％→【目標値】

 

平成３１年値７８％（

 

平成２８年度７８．２

 

％）

・少子化・核家族

 

化により、育児が世代

策

間で伝達されにくくな

:

ってきています。また

施

、若年や未婚、精神疾

策

患を持つ妊婦等

支援が

担

必要な事例が増加して

当

きています。

・人間形

職

成の基礎となる親子の

・

愛着形成が十分できな

氏

くなっていること等か

名

ら、全国的に児童虐待

２

件数が増加してきてい

．

ま

す。

・子どもの発達

施

に関する相談が増加傾

策

向にあり、育てにくさ

の

を感じる親が増えてい

実

ることが伺えます。　

現

　

生まれてきた全ての

に

子どもたちが元気に健

向

やかに育つことは、基

け

本施策である「笑顔輝

て

く健康づくりへの支援

の

」の基本とな

るもので

現

す。

・平成２９年度：

状

思春期保健事業の継続

を

、妊娠・出産への支援

認

の充実（子育て世代包

識

括支援センターの設置

す

検討）

　　　　　　　

る

乳児全戸訪問事業の継

(

続とフォロー体制の強

１

化、育児支援事業の充

)

実

・平成３０年度：思

 

春期保健事業の継続、

施

妊娠・出産への支援の

策

充実（子育て世代包括

目

支援センターの整備）

標

　　　　　　　乳児全

の

戸訪問事業の継続とフ

進

ォロー体制の強化、育

捗

児支援事業の充実

(２

状

) 基本計画内の取り

況

組みと方針のうち、平

分

成30年度の重点課題

析

　妊娠・出産・育児の

(

切れ目ない支援を目指

２

して設置ている「子育

)

て世代包括支援センタ

 

ー」の円滑な運営にむ

施

けて、体制

を整備する



000

13734  公的病院等助成事業

2,855 3,592 △20.5 2,855 2,855 2,855 11,420

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成30年04月13日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０６ 笑顔輝く健康づくりへの支援
０３ 安心し子どもを産み育てるための支援

健康推進課　総括主査兼総括保健師  佐藤　美智子

595  １歳６か月児・３歳児健康診査事業

4,534 4,528 0.1 4,556 4,574 4,574 18,238

598  乳幼児保健事業

13,517 13,514 0.0 13,572 13,574 13,584 54,247

646  妊婦保健事業

第４次滝沢市母子保健計画「すこやか親子たきざわ」

266 410 △35.1 267 267 267 1,067

1810  予防接種事業

115,567 120,046 △3.7 119,359 120,456 120,456 475,838

2374  育児支援事業

12,648 9,669 30.8 12,650 12,650 12,650 50,598

2480  思春期保健事業

第４次滝沢市母子保健計画「すこやか親子たきざわ」

230 230 0.0 230 230 230 920

2712  在宅救急当番医制事業

2,226 2,207 0.9 2,257 2,282 2,307 9,072

3184  妊婦個別健康診査事業

45,943 45,943 0.0 45,943 45,943 45,943 183,772

3197  二次救急対策事業

3,056 3,085 △0.9 3,085 3,085 3,085 12,311

6273  市町村医師養成事業

3,736 3,736 0.0 4,201 4,201 4,201 16,339

12874  特定不妊治療助成事業

3,500 3,500 0.0 3,500 3,500 3,500 14,


